
⑤脳卒中と自動車運転について 

当院では脳卒中患者さんが自動車運転の再開を希望される場合、院内で高次脳機能検査を行い、更に必

要があると判断された場合、連携している沼田自動車学校でシミュレーションと実車評価を行うことに

しています。脳卒中後の自動車運転に関して、国内外で数多くの研究結果が発表されていますが、自動

車運転技能と高次脳機能との関連性は解明された訳ではありません。 

今回、我々は、沼田自動車学校で行ったシミュレーション結果と当院で行った高次脳機能検査結果をも

とに、頭部MRI画像を用いて同定した脳病変部位の結果を含めて解析を行いました。その結果、右大脳半

球に損傷があると、左側の見落としが増えることと、情報処理に時間がかかってしまう傾向があること

が分かりました。 

スマートホンを操作しながらの運転などの『ながら運転』は、主に情報処理速度の低下を引き起こして

事故につながるとの報告が数多くなされています。脳卒中の患者さんの中には『ながら運転』と同じよ

うな状況になる方がおられ、事故の危険が増してしまうので注意が必要です。 

この結果は今年の３月の脳神経外科の雑誌『Neurosurgical review』誌に掲載されました。この結果を受け

て、現在、広島大学工学部と連携し、脳卒中患者さんの運転技能を簡便に検査することで、自動車運転

の安全性の向上を図る研究を続けています。 
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